
令和 8年 8月 

新規受託開始のご案内 
 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
この度、下記項目の受託を開始させていただくこととなりましたので、ご案内申し上げます。 

敬白 

記 
 

■受託開始日   令和８年９月１日（火）受付分より 

■検 査 項 目     子宮頸部細胞診検体による p16/Ki-67 タンパク二重免疫染色（免疫抗体法） 

■検 査 要 項    

本検査は子宮頸部細胞診検体で p16 タンパクと Ki-67 タンパクを同時に検出する二重免疫染色検査です。

両者の共発現は、HPV 感染により細胞が腫瘍化のプロセスに入っていることを示唆する所見とされ、形態 

学的判別に頼らずに細胞周期異常を呈した細胞を検出する指標として有用です。 

注1)直接塗抹法（Conventional）標本は精度管理上の理由により弊社では受託しておりません。予めご了承下さい。 

注 2)p16/Ki-67 タンパク二重免疫染色(免疫抗体法)病理診断標本作製は、以下のア及びイのいずれも満たす保険

医療機関において、子宮頸部上皮内腫瘍(CIN)が疑われる患者のうち、予め行われた細胞診でベセスダ分類

上 LSIL(軽度扁平上皮内病変)と判定された患者に対して、コルポスコピー又は生検の要否を判断すること

を目的として実施した場合に限り、本区分の「8」p16 タンパクの所定点数と「D023 微生物核酸同定・定量

検査」の「10」HPV 核酸検出の所定点数を合算した点数を準用して算定する。 

ア 婦人科又は産婦人科の経験を 5 年以上有している医師が配置されていること。 

イ 当該保険医療機関が婦人科又は産婦人科を標榜しており、当該診療科において常勤の医師が配置され 

ていること。 

 

■提出材料 

・LBC 容器（液状化検体細胞診）をご提出下さい。（必ず採取日をご記載下さい） 
 

■留意事項 
・塗抹スライドガラスでは、受託しておりません。 
・残存検体の状況により、受託できない場合もございます。 
 

■依頼方法  

・本検査の依頼は、婦人科専用依頼書の所見に「p16/Ki-67 タンパク⼆重免疫染⾊」と記載して下さい。 
・弊社で細胞診検査を実施している場合は、対象の既往細胞診番号を依頼書に記載して下さい。  
・弊社で細胞診検査を実施していない場合は、細胞診検査結果と臨床所見等を記載、または院内報告書の
写しを添付して下さい。可能であれば、既往標本のご提出もお願いいたします。 

 

■参考文献 ベンタナ CINtec PLUS Cytology Dual Stain 添付文書 ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社 

 

以上 

 

＊お問合せ先：03-3672-9175 病理研究所 

2026-Ａ-040 

検 査 項 目 検査材料 検査方法 
実施料点数 
（区分） 

所要日数 備   考 

6499 
 

p16/Ki-67 タンパク 
二重免疫染色 
（免疫抗体法） 

 

・ThinPrep 
・SurePath 

による液状化検体 
細胞診（LBC） 

注1） 

二重免疫細胞化学
染色法（ICC 法） 

1,067 点 
(N002-8) 

＋ 
(D023-10) 

10日 

・ThinPrep：（採取後） 

5週間以内（常温） 

・SurePath：（採取後） 

4週間以内（常温） 

・病理判断料130点 注2） 

iOS用 Android用 

総合検査案内アプリは 

こちらから 

03KOHO
ｲﾝﾌｫ用


